
○ 職員構成

職 名 氏 名 担 任 校 務 本校在職年数

校 長 上髙原 充

教 頭 中村 成美

教 諭 堀添 奈里 １ 年 算数・音楽

教 諭 田崎 公美恵 ２ 年 教務・国語

教 諭 河添 主 3･4年 保健・理科

教 諭 前平 勝巳 5･6年 生徒指導・研修

養護主任主事 大山 由香利 保健・給食指導

事務職員 網屋 恵利子 財務・給与

用務主任主事 宮路 輝哉 用務全般

○ 在籍児童数 （Ｈ２４．５．１現在）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計（人）

男 ２ ２ ２ １ ４ ３ １４

女 ３ ４ ２ ６ ２ ５ ２２

計 ５ ６ ４ ７ ６ ８ ３６

○ 地域別児童数

地 域 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計 Ｐ戸数

西 １ ２ ０ ４ １ ３ １１ ７

港 町 ０ １ ２ ２ ２ １ ８ ５

本 町 ０ ０ ０ ０ ０ １ １ １

新 町 ４ ３ ２ １ ３ ３ １６ １０

計 ５ ６ ４ ７ ６ ８ ３６ ２３

○ 学校医

科 氏 名

内 科

眼 科

歯 科

耳鼻咽喉科

学校薬剤師

○ 校舎配置図
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鹿屋市立古江小学校

〒 891-2321
鹿屋市古江町７５６番地
TEL：０９９４－４６－２０３３
FAX：０９９４－４６－２２３７
e-mail: hurue.es@edu-kanoya.net



○ 学校の概要
鹿屋市役所から西へ約 11km， 校区は垂水市と接し，鹿屋

市の西の玄関口といえる所に位置している。垂水方面と志

布志方面を結ぶ国道 220号 線と古江から佐多までを結ぶ県

道 68号 線との分岐点が町の中心部になっており，大隅半島

東部・南部への陸上交通の要所である。校区内の国道・県

道は，古江バイパスの完成により交通量が減少しつつある。

花岡のシラス台地が鹿児島湾に落ち込んだ幅約 100～ 200

ｍ ，長さ約 2kmの 狭い土地に国道・県道を挟んで人家が密

集し，市街地を形成している。平地部が少ないため，鶴羽

・西原・野里等に移り住む若い人々が少しずつ増え，児童

数は年々減少し，地域の高齢化が進んでいる。

本校区は昔からの住人が大部分を占めているために，校

区としてのまとまりは強い。「我々の学校」の意識が強く，

校区をあげて学校に対する物心両面にわたる援助協力は惜

しまない。古くから校区の産業であった漁業は現在では，

「とる漁業」から「育てる漁業」へと変わり，カンパチ等

の養殖漁業が中心を占めるようになっている。

○ 学校沿革の概要

大 13 肝属郡花岡村立鶴羽尋常高等小学校分教場として設立

肝属郡花岡村立古江商業高等学校併置

昭 9 肝属郡花岡村立古江商業高等学校廃校

花岡村立古江尋常小学校として昇格独立

昭 10 校旗・校歌制定

昭 15 花岡村立古江小学校と改称

昭 16 花岡村立古江国民学校と改称 高等科設置

鹿屋市政により鹿屋市立古江国民学校と改称

昭 22 鹿屋市立古江小学校と改称 高等科廃止

昭 24 給食室新築

昭 30 鉄筋ブロック平屋新築，国旗掲揚台建立（瀬戸口太郎氏）

昭 34 鉄筋 2階建て校舎新築

昭 43 屋内運動場新築

昭 56 県指定「山坂達者」研究協力校，校旗寄贈（市漁協青年部）

鉄筋校舎竣工（特別教室），ＰＴＡ「交通安全運動」表彰

昭 60 県指定家庭科研究協力校研究公開，地区学校給食管理運営

研究会研究発表

平 6 学校緑化コンクール優秀賞受賞，肝属地区学校保健優良校表彰

平 8 3･4年 1学級複式化，県学校保健準優良学校受賞

平 10 市複式教育研究会授業公開，古江・菅原集合学習開始，

県学校保健優良学校受賞, 肝属事務所・市教育委員会計画訪問

平 12 県学校保健モデルスクール，県学校保健優良学校受賞

カヌー大会実施，歯の優良校受賞

平 19 鹿屋市指定「基礎学力定着」研究公開（国語科）

第 20回豊かな海づくり放流祭

平 20 青少年赤十字加盟，ねんりんピック鹿児島 2008参加

平 21 市学校保健会歯の優良校受賞，市農業祭金賞受賞「ジャンボカボチャ」

平 22 市学校保健会歯の優良校受賞，古江漁港鯛の稚魚放流

自校式給食廃止，鹿屋市立南部学校給食センター供用開始

平 23 大隅教育事務所・鹿屋市教育委員会合同計画訪問

遊具新設・ジャングルジム移設・「花とのふれあい」事業

移動宇宙教室開催

 

 学校自慢：あいさつ ・ 読  書  ・ ボランティア  

○ 学校経営の概要

こ ん な 子 ど も に

なかよく（徳） かしこく（知） たくましく（体）

読書に励み，思いや 自ら考え，判断し， 健康や安全に気を付
りがあり奉仕する子 意欲的に学び行動す けて運動に親しみ，最

る子 後まで粘り強い子

こ ん な 教 師 に こ ん な 学 校 に

① 子どもを愛し，子どもと共に学ぶ ① 安全で安心して勉強のできる学校
教師 （師弟動向） （責任を果たす学校）

② 絶えず研修に努め，授業に全力を ② 一人一人を大切にし子どもの伸びる学校
尽くす教師（専門職としての教師） （個性の花咲く学校）
③ 自ら行動し，感化する教師 ③ 躍 動 し てい る 学 校

（率先垂範） （やる気に満ちた学校）
④ 思いやりがあり，信頼される教師 ④ 郷土への理解を深め愛情を培う学校

（子ども･保護者の信頼） （特色のある学校）
⑤ 組織体の一員として自覚し，協働 ⑤ 地域や保護者に信頼される学校
する教師 （協調，相互伸長） （開かれた学校）

子どもの思いを生かす教 師 子 ど も が 主 役 と な る 学 校

１ 基礎学力の向上
◇ 教育目標の具現化を図る学級経営の充実
◇ 学習の基本的なしつけや学び方を身に付けた児童の育成
◇ めあてとまとめ（評価）の一体化を目指した授業づくり

共通実践：３Ｐ「めあての明確化」「山場の工夫」「確かめ・見届け」
◇ 「大隅終末ベーシック」の推進，「鹿屋定着トレーニング」の実践
◇ 標準学力検査や単元テスト等の実態を基にした個別指導

２ 心の教育の充実
◇ 児童相互及び担任との信頼関係に基づく学級づくりの推進
◇ 道徳の授業の充実と全教育活動を通した道徳的実践力の育成
◇ 基本的生活習慣の育成（一事徹底：あいさつ＋α思いやり）
◇ 読書環境の整備と読書タイムの設定（月～木曜日・１５分）
◇ 様々な体験活動を通したボランティア精神の育成

３ 健康・体力・安全教育の充実
◇ 健康や体力についての自己管理能力の育成
◇ 朝の自主活動やスポーツタイム（体力つくり）の取組強化
◇ 基本的生活習慣の育成（早寝・早起き・朝ごはん運動の推進）
◇ 登下校・交通安全・不審者対策・遊び等，安全指導の徹底
◇ 施設設備の安全管理と事故防止（危機管理意識の高揚）
◇ 危機回避能力の育成（毎月１１日・避難訓練の実施）
◇ 保健指導（歯の健康つくり・食育）の継続実践

４ 三者連携（学校・家庭・地域）の推進
◇ 一隅を照らす山と野と渚の教育の推進（ホタルの観察，カヌー体験）
◇ 地域の素材を生かした特色ある体験活動の充実（稚魚放流）
◇ 学校を核としたネットワークづくり（情報の収集と提供）

◇ 「かのや学校応援団」の組織体制の確立（コーディネーターとの連携・支援ボランティアの育成と活用連携）

 学校教育目標  
心身ともに健康で，豊かな心と確かな学力・ 

 

たくましく生きる力を身につけた子どもの育成 
 

 
 

なかよく かしこく たくましく  校 訓  

本年度の重点目標・具体策  

○ 校時表及び週行事

○ 主な行事予定

１学期 ２学期 ３学期

4 新任式・始業式・入学式 9 始業式 1 始業式
授業参観・ＰＴＡ総会 自然の家３校交流学習 校内書き初め展
全国学 力・学習 状況調査 秋季大運動会 授業参観
交通教室・稚魚放流 10 市小学校陸上記録会 「基礎・基本」定着 度調査
家庭訪問 高齢者ふれあい交流 2 標準学力検 査

5 ３校交流学習 県民週間・フリー参観 新1年生体験入学
宿泊学習・一日遠足 11 海の子学習発表会 ３校交流学習
スケッチ大会・避難訓練 火災避難訓練 校内なわとび大会
新体力テスト 人権集会 3 学校保健委員会
１年生を迎える会 12 持久走大会 お別れ遠足

6 プール開き・歯科指導 学校保健委員会 閉校式
7 クリーン作戦 終業式 卒業式
海の子カヌー体験 修了式
校内水泳大会・終業式 辞任式
市小学校水泳記録会

8 ＰＴＡ釣り大会


